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1. Regions 代表者が Future Earth Secretariat Executive Team に正式参加  

2018 年 4 月 26―28 日、 Montevideo にて開催された Governing Council において、今後

Regions の代表者を Secretariat Executive Team の正式メンバーとすることが承認された。 
 

2. 第 6 回 Future Earth in Asia 国際シンポジウム「アジアの持続可能な消費を考える」開催 

（2018.1.15-16、於：京都大学・総合地球環境学研究所） 
異なる発展段階の社会に適用しうる「持続可能な消費」の枠組みを探求するとともに、アジア

の視点を反映した、Future Earth 「持続可能な消費と生産のシステムに関する知と実践のた

めのネットワーク」（SSCP KAN）の開発、また同 KAN のアジア地域における人的ネットワ

ークの拡大を図った。 
 
3. 第 4 回 Future Earth アジア地域顧問委員会開催（2018.1.17 於：総合地球環境学研究所） 

各委員より、各国における Future Earth 関連動向が報告された。また、アジアに焦点をおく

GRP、Monsoon Asia Integrated Research on Sustainability (MAIRS-FE)および Sustainable 
Initiative in the Marginal Seas of South and East Asia (SIMSEA)の研究活動が発表された。

今後、顧問委員会を基盤に Future Earth アジア委員会を設置することが同意された。 
 

4. Future Earth 南アジア地域オフィス恒常化に向けた取り組み 
現在インド理科大学院 Divecha 気候変動センターに暫定的に設置されている、Future Earth
南アジアオフィスの恒常化に向け、同オフィス Steering Committee を設立準備中である。こ

の設立をもって、南アジア地域オフィスの恒常化を図る。 
 
5. アジア域内における国内委員会の開設状況 

現在、下記の国・地域において国内委員会が活動している。 
中国、台北、韓国、インド、オーストラリア（新代表：Tayanah O’Donnell 氏）、日本  
また、モンゴル、フィリピン、ニュージーランドなどで開設が計画されている。 
 

6. Future Earth アジア地域センター Science Officer の国際公募（予定） 






